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新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
区

議
会
が
２
月
中
旬
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
予
算
案
の
プ
レ

ス
発
表
は
１
月
31
日
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
区

民
の
区
民
の
切
実
な
願
い
に
寄

り
添
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
・

営
業
を
守
る
緊
急
対
策
を

昨
年
末
値
上
げ
予
定
の
食
品

４
月
ま
で
６
０
０
０
品
目
余
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
食
料
品
の
値
上
が
り
な

ど
を
踏
ま
え
た
暮
ら
し
応
援
、

中
小
事
業
者
支
援
の
予
算
編
成

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
区
民
や
事
業
者
の
実
態
の

把
握
が
必
要
で
す
。
新
年
度
予

算
だ
け
で
な
く
、
補
正
予
算
で

の
対
応
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
世
帯
支
援
強
化
…

学
用
品
無
償
化
を
必
ず

生
活
の
大
変
さ
は
、
子
育
て

世
帯
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
国
の
調
査
で
も

子
ど
も
の
い
る
世
帯
で
「
生
活

が
苦
し
い
」
65
％
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
憲
法
の
義

務
教
育
無
償
の
原
則
を
実
現
す

る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
学
用
品
無
償
化
は
、
先

の
区
議
会
で
滝
口
区
長
も
検
討

を
約
束
。
財
源
の
検
討
と
い
い

ま
す
が
、
昨
年
２
月
に
日
本
共

産
党
区
議
団
が
条
例
提
案
し
た

際
、
新
た
な
財
源
措
置
な
し
に

実
施
で
き
る
こ
と
も
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
前
に
進
め

ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
を

介
護
保
険
で
足
り
な
い
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
区
独
自
の
福

祉
で
補
う
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
実
現
な
ど
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
転
換
を

こ
れ
ま
で
の
駅
前
大
規
模
再

開
は
、
見
直
す
べ
き
で
す
。
区

が
最
優
先
で
住
宅
耐
震
化
な
ど

木
造
密
集
地
域
整
備
、
家
賃
助

成
な
ど
住
宅
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
地
域
公
共
交
通

整
備
な
ど
の
予
算
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

定例法律相談

２月３日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

尾
久
の
原
公
園
で
大
規
模
な
剪

定
作
業
を
目
に
し
ま
し
た
。
ク
レ
ー

ン
車
で
の
高
所
作
業
で
す
。
手
入

れ
し
て
い
る
の
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

で
し
ょ
う
か
。
尾
久
の
原
公

園
は
、
原
っ
ぱ
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
や
一
定
の
植
樹
も
さ
れ
、

憩
い
の
木
陰
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
樹
木
が
一
定
育
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
、
都
市
に

お
い
て
、
樹
冠
被
覆
率
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
陰
効

果
（
緑
の
日
傘
）
を
も
た
ら

す
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策

や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

に
重
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
小

池
都
政
は
、
外
苑
再
開
発
な

ど
樹
木
を
伐
採
す
る
再
開
発
を
推

進
。
こ
う
し
た
流
れ
を
変
え
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転

換
が
必
要
で
す
。

横
山
幸
次

住民の交通手段＝移動手段について全国各自治体で真剣な

模索と検討が進んでいます。地方自治体は、交通政策基本法

や地域公共交通活性化・再生法で、地域公共交通の施策の策

定と実施に努めるよう求められています。

その大前提は、住民の交通＝移動手段への要望や実態をつ

かむことから出発することです。荒川区は、実態調査すら拒

否しています。こうした姿勢が新区長の下でも引き継がれる

のか、大きく問われています。すでに23区では、品川区、杉

並区、豊島区などでグリーンスローモビリティ（小型低速）

を使った移動手段の運行が行われています。あくまでも既存

地域公共交通を補完するという位置づけ

です。荒川区でも滝口区政の下で、この

問題にどう取り組むか注目されます。

今
年
は
、
戦
後
80
年
・
被
爆
80
年
。

昨
年
は
、
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（
被
団
協
）
が
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
。
被
爆
者
が
痛
苦
の
体
験
を
証
言

し
被
爆
実
相
を
広
げ
て

き
た
取
組
が
大
き
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
取
り
組
み
は
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

「
福
祉
の
増
進
」
を
本
旨
と
す
る
地

方
自
治
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
理
念

（
国
民
主
権
、
人
権
尊
重
、
平
和
主
義
）

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
戦
前
の
日
本
に

地
方
自
治
は
な
く
国
の
行
政
機
関
で
し

た
。
徴
兵
事
務
な
ど
戦
争
に
国
民
を
動

員
す
る
機
関
で
あ
り
「
福
祉
の
増
進
」

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
平
和
が
あ
っ
て
こ

そ
の
地
方
自
治
で
す
。
憲
法
９
条
を
守

り
生
か
す
事
が
大
切
で
す
。

区
の
新
年
祝
賀
会
で
区
長
は
じ
め
戦

後
・
被
爆
80
年
に
触
れ
る
言
葉
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
荒
川
区
は
、
核
兵
器

廃
絶
を
め
ざ
す
平
和
首
長
会
議
に
加
盟

し
て
い
ま
す
。
今
年
、
核
兵
器
廃
絶
、

憲
法
９
条
守
れ
の
声
を
荒
川
区
か
ら
発

信
す
る
取
組
を
区
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
進
め
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

裏面 介護保険・高齢者福祉について、区政情報など

荒川区で教育に

必要な補助教材を

公費負担する場合、約３億円

余が必要です。2024年度から

学校給食無償化経費約８億円

の50％を東京都が補助、区の

負担が約４億円軽減となりま

した。この分を回せば新たな

財源措置無しで実現可能です。



世帯数 世帯比率 世帯数 世帯比率

一人暮らし高齢者 15,281 13.6% 12,576 12.2%

（全世帯数） 112,009 ― 103,101 ―

荒川区の高齢者　（国勢調査）
2020年 2015年

昨
年
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
、
２
０
５
０

年
に
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
世

帯
が
全
世
帯
の
20
％
を
超
え
、

５
世
帯
に
１
世
帯
に
な
る
と
い

う
推
計
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

東
京
都
の
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
割
合
は
、
２

０
２
０
年
国
勢
調
査
で
約
12
・

７
％
、
同
時
期
の
荒
川
区
は
13

・
６
％
で
す
。
全
都
で
は
２
０

５
０
年
に
18
・
７
％
と
推
計
し

て
い
ま
す
が
、
荒
川
区
は
、
20

％
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

本
気
で
「
介
護
の
社
会
化
」

へ
制
度
の
抜
本
改
善
を

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同

研
究
所
の
担
当
者
は
「
認
知
症

な
ど
意
思
決
定
に
問
題
を
抱
え

る
人
も
増
え
る
。
家
族
が
い
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
た
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
」
と
し

て
き
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
基
本
報
酬
引
き
下
げ

で
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る

介
護
人
材
不
足
、
な
く
な
ら
な

い
「
年
間
10
万
人
の
介
護
離
職
」

「
老
老
介
護
」
な
ど
…
深
刻
な

実
態
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
共
産
党
の
提
案

介
護
保
険
強
化
と
国
、
地
方

自
治
体
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の

再
構
築
な
ど
公
的
な
支
援
制
度

が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
は
緊
急
に
以
下

の
事
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
割
合

を
10
％
引
き
上
げ
、
介
護
報
酬

の
増
額
、
介
護
職
員
の
待
遇
改

善
、
介
護
事
業
の
継
続
支
援

②
人
材
を
確
保
で
き
る
だ
け
の

介
護
職
員
の
賃
上
げ
と
労
働
条

件
改
善

③
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、
介

護
事
業
所
の
経
営
再
建
と
事
業

の
継
続
支
援
…
な
ど

こ
う
し
た
改
善
で
、
介
護
保

険
の
給
付
の
充
実
と
利
用
者
負

担
の
軽
減
を
進
め
、
高
齢
者
も

現
役
世
代
も
安
心
で
き
る
介
護

・
福
祉
制
度
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

荒
川
区
政
の
役
割
も
重
要

高
齢
者
虐
待
、
貧
困
、
社
会

的
孤
立
な
ど
、
区
独
自
の
福
祉

施
策
の
充
実
が
急
が
れ
ま
す
。

ま
た
介
護
保
険
の
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
な
ど
削
減
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
た

め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
区

独
自
に
で
も
提
供
す
べ
き
で
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
誰
も
が
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら

し
く
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
荒
川
区
政
の
最
重

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
「
1
人

あ
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界

ラ
ン
ク
」
に
よ
る
と
、
日

本
は
２
０
０
０
年
の
世
界

２
位
か
ら
２
０
２
３
年
の

34
位
。
Ｇ
７
で
は
ト
ッ
プ

か
ら
最
下
位
に
転
落
し
、

さ
か
の
ぼ
れ
る
33
年
間
の

統
計
で
最
低
で
す
。
韓
国

に
も
抜
か
れ
２
０
２
３
年

は
さ
ら
に
差
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
フ
に
あ
る

よ
う
に
２
倍
増
以
上
の
国

が
多
い
中
、
日
本
だ
け
13

％
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
」
型
経
済
か
ら
脱
却
し

最
賃
１
５
０
０
円
、
社
会

保
障
充
実
な
ど
内
需
を
温

め
る
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

旧女子医大東医療センター外来棟で2022年4月から診察

を行っていた「令和あらかわクリニック」ですが、2023年

3月28日に一次閉院になっています。

当初は建物の改修工事を行ったうえで再開する予定でし

た。しかし、調査の結果、地下の水漏れなど老朽化が激し

く、解体をしたうえで建替える方針へ変更したのです。

現在、外来は令和あらかわ病院の一階で行われています。

解体工事も2月には終わり今後、建設工事が2025年度202

6年度の二年間で行われ、新し

いクリニック(鉄骨造地上4階：

敷地面積1,765㎡)は2027年4月

当初に開院予定となっています。

クリニック(外来棟)が開設したのちに、現在外来を行っ

ている場所は、人間ドックや各種健診を行う健診センター

等を整備する予定になっています。

また病院とクリニックの間を含めて宮前公園が整備され

ることになり、災害発生時には避難応急医療提供の場所に

もなります。

費用負担

荒川区 解体工事3億7千万円

正心会 建設工事45億円


